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帯書しい鞄質掌

②

地球の姿

1.地球の形と大きさ

もし貴方が｢地球はどのような形をしてい畿すか､｣

と誰かに質問されたら恐らくあなたは囎旧体です｣

と答えるでしょう.そして目質地学に興味をもっ

ている貴方はもう少し詳しく答えた方淋よさそうだと

思ったらきっとr極半径約8,醐k職務道半径約

6･378k㎜の回転楕円体です｣と答えるに違いありませ

ん.ところがむかし私たちの祖先は“地球は平ら

で陸地は海の上に頭を出している島だろう"と考えていま

した.カミ科学的知識が進むにつれて地球の形をこ

のように考えるとどうも都合の悪いことが次から次に

出てきました.たとえぱもし地球がそのような形を

している祖らば｢海の一番端っこでは海水は大きな滝と扱っ

て落下しているに違いない｣が｢落下した海水はそれからど

こへいくのだ幻か｣などと疑問を抱く一方これ凌での

考えから抜け出しきれ狂いで｢今に海水も湖や川の水も流

れ去ってしまい私たらば苑に絶えるのではなかるうかJ汰ど

とたいへん心配Lました,このような疑問や心配が

当時の人たちに科学する心を強く植え付けたのです曲

当時の人たちは水か無くなって死ぬようなことにな

ってはたいへんですから本当に水が無く桂るのか無

くならないのかを知るためにいろいろと自然の現象に

ついて注意深く観察するようになりました､そして

沖へ沖へと出ていく船がだんだん海の彼方へ沈んで行く

ように見えたり月蝕※(LuDareclipse)が白い円盤の

上に黒い円盤を動かすように兇えたりするのは地球が

丸v'からではなかるうかと考えるように放ったのです､

※月蝕周が地球ジ)影の中に入る幾激

ここまで考えるようになればもうしめたもので後は

どのよう1ζして地球が丸いことを雄かめるかです｡

ところがユ6世紀のはじめに慈わめて遇然に地球が
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第5図マゼランが通った航路

小村幸二郎

丸い形をしていることがわかったのです.こう書きま

すと記憶のよい皆さんは“ははあん"とうなずかれる

ことでしょう.

そうです.'ここでいよいよマゼランが登場してくる

のです.インドヘ行って一もうけをしようと考えたポ

ルトガルのマゼランはばく大な財宝を夢みて1519年

9月2〕目に船団を仕立ててスペインの港から航海の途

に着き西へ酉へと進んで行ったのです(第5図).

ところが行けども行けども海ははてし柱く広がり

爆音とどろく滝もなくユ522年9月6目にもとの港に

測定することなどによって近い将来にきっと真の地

球の姿カミわかることでしょう.

地球の形についてはこれまでいろいろ荏方法で検討さ

れてきましたがその23の例を挙げてみましょう.

もし地球が完全な球体である狂らば地球上のどの点に

おいても箆カ鰍Gr鮒吋の強さは同じはずですが実

際に測宛してみ凄すと槻煮酌1健より赤道※婁Equator

の方へいく記したがって次篤に小さく狂っていきます.
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第6図地球の運動と重力との関係�
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策7図

地裁の形と曲率半径との関係

地球が究全な球形をしていれば地

表の任葱の点における垂線はすべ

て地球の中心を通る(図の左半部)

が楮副本であるため各点におけ

る垂線は中心をぱずれる

これは後でも述べるように赤道半径の方カミ極半径

よりも大きいことを意味し北極と南極とを結ぶ線を軸

として回転しているので赤道に近く抵るにしたカミって

遠心カガミ強くなるために重力カ茎相殺されるからなので

す(第6図).また地球の表面に適当な地点を極点か

ら赤道までの間等間隔にとり各点で垂線を立てると

地球カ茎完全な球体であればこれらの垂線はすべて地球

の中心を通り垂線間の角度はすべて同じになりますが

楕円体であれば長軸に近づくに従って垂線間の角度は

次第に大きく妊り垂線は地球の中心からはずれていき

ます(第7図).このようなことやその他いろいろの方法

で調べた結果地球が赤道付近で少しふくらんだ楕円体

であることカミわかったのです.

さてそれでは地球はどの位大きいのでしようか｡こ

れまでにわかっているところではおおよそ第2表に示

したような値が得られています.そしてこれを他の天

体と比べてみますと第8区および第2表のようになり

ます.もっとも科学は目まぐるしく進歩しています

ので地球の大きさや形祖どについても新しい資料に

よって少しづつ書き改められていくことでしょう.
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2.地球の運動

私たちは地球が南北両極点を結ぶ線を軸としてぐ

るぐる回りながら(自転※1Rotation)太陽のまわりを

回ってV･る(公転※2Revoluti･n)とV･うことや1自転

に要する時間が1目1公転に要する時間が1年だとい

うことを知っています.

※1自転天体(物体)が自体内にある点または輔のまわりに

回転する現象

※2公i衝天休が自体以外にある点または軸のまわりに回転す

る現象

地球
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㌧惑星の公転

30速度と軌道

数字は速度(㎞)を示すとの関係

実線は現在の地球の軌道

惑星�直径(㎞)�質量(X1016億トン)�比重�重力(㎝)�自転時間

本星�4847.474�360�5.6�391.220�時分?

金星�12246.505�4920�5.2�880.244�20?

地球�12?56.776�6000�5.5�978.049�2356

火星�6761.091�660�4.0�391.220�2437

木星�142875.891�1908000�1.3�2445.123�950

'土星�121189.372�570000�0.7�1075.854�1016

天王星�49751.426�90000�1.4�978.049�1045

海王星�52302.782�102000�1.3�978.049�1540

冥王星�2551.355�600�?�?�?

都2表惑届の規模その他一覧表

しかし実際には1自転に要する時間は23時間56分

04秒91公転に要する時間は365目6暗闇9分1〔秒ほ

どです.そして地球は円に近い軌道を描き祖カミら

太陽のまわりを公転しているのです(雛g図).

16世紀から17世紀のはじめにかけて活躍した天文家の

一人にテイヒョ･フラｰへというデンマｰクの貴族出の

人淋いました.この人の死後その弟子のケプラｰと

いう人は惑星の運行について研究し前人未踏のすば

らしい発見をしました.それは

①惑星は太陽と惑星をむすぶ直線が一定の時間には一定

の面積をおおっていくように運動する(第10図)

②惑星は太陽を一つの焦点とする楕円上を運動する(第11図)

③惑星の楕円軌道の長径の3乗は公転同期の2乗に比例する

というものでケプラｰの法則と呼ばれてv'ます.

また今からおよそ170年前にドイツのボFデという

学者が大き祖惑星の軌道の大きさの関係は一定の法具1｣

があると発表して世人の注目をあびました.これは

ボｰデの法則と呼ばれるものでその内容はr036

12244896192…･という数(3以下は2倍づつになっ

ている)のそれぞれに4を加えるとその数値はそれぞれの惑星

の軌道の長軸に正比例している｣ということです.仮に地

球の公転軌道の軸の長さを10とし他の惑星の軌道の長

軸の長さをこれとの割合いで出してボｰデの法則と比

べてみますと第3表のようになり両者がよく似ている

ことがわかります.ところが当時火星と木星との�
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遠日点

遠日吉

惑星

第10図

惑星の運動と時間と

の関係(ケプラｰの

法則)惑星は一定

時闇に一定面構をお

おうように運動する

たとえぱ図の近目点

近日点の位置から1目と記

した位置に到達する

に要する時間と1日

の点から2Elの点に

到達するに要する時

間とは同じまたa,

b.cそれぞれの面磧

はすべて同じである

惑星の軌道

第11図

惑星の軌道と太陽と

近日点

の関係(ケプラｰの

法則)

惑星�軌道の長軸の比�ボｰデ数列

水星�3.9�4

金星�7.2�7

地球�10�10

火星�15.2�I6

��㈸

木星�52.0�52

土星�95.4�100

天王星�191.9�196

��㌸�

����

鋪3表

惑星の軌道の長軸の比

とボｰデ数との上ヒ校

(天体と宇宙から)

火星と木星との間のボ

ｰデ数28に相当するも

のとしてすでにノ｣･

惑星(セレス)が発見

されている

間にあるボｰデ数28に相当する惑星が知られていなかっ

たので天文に興味をもっている人たちカミこの28に相

当する惑星を見出そうと努力しついに1801年1月1目

にセレスと呼ばれる小惑星を発見したのでボｰデの名

は一躍天下にとどろきわたりました.

その後ボｰデの法則を用いて新惑星を発見しようと

する努力が続けられ海王星や冥王星が見つかったので

すがこれらの軌道の大きさはそれぞれ301と395でボｰ

デ数とか校り異なっていたのでボｰデの名も下り坂に

なってしまいました.しかしもしかしたらボｰデ数

388に相当するのが冥王星で768に相当するのが海王星

かもしれませんね.これについては現在でもはっきり

した解答はまだ出されていないようですが万有引力の

法則とは直接に関係のないボｰデの法具1｣を海王星や冥王

星以外の惑星の軌道の大きさにあてはめることができる

という事実をどう説明づけたらよいのでしょうか?ボ

ｰデの法則が理論的に正しく否定されないかぎりはr大

字富に浮ぶ天体は万有引力の法則以外の未知の法則によっても

支配されているのかもしれない｣というナゾを解くことは

できないのです.

だいぶ長々とナゾ問答めいたことを書いてきましたが

さてあなたは地球がどの位の速さで公転しているか

をご存じですか?地球は太陽からおよそ150,000,000k

mはなれほぼ円に近い楕円を描きながら公転している

のですから軌道延長を1公転に要する時間で除した数

値が公転速度になります.軌道延長は軌道を円とみ

なせば地球と太陽との距離を半径とする円の円周に相

当しますから2πrの公式によって

㋗㌮����〰�〰���〰�〰�洩

公転速度はこれを1公転に要する時間で除せばよいの

ですから

942,000,000÷365目6時間9分10秒=29,866(km/秒)÷30km/秒

と在ります.これを時遼にするとエ07,5ユ7.6km!時と

なり近v･うちに新東海道線を走る日本が誇る超特急'

の速さ(200km/時として)のなんと537.6倍に当たるのです.

もし地球の公転速度カ茎何かの理由で急に遅くなり

たとえば20数k㎜1時またはそれ以下に狂ったとしたら

どうなるでしょうか.この場合公転軸遣はおそらく

細長い楕円形となって公転に要する時間は短く校り

1公転に1度は必ず太陽に著しく接近するはずですから

(第g図)地球上の生物は太陽カミ放つ強烈な熱と光のた

めに一たまりもなく死滅してしまうことでしよう.

また公転速度が現在よりも相当速くなったとしたら

その軌道は現在よりもずっと大きい楕円形となり(第g図)

公転に要する時間も長くなり1公転に1度は太陽から

非常に遠く離れることに狂るのでその時には地球上の

生物は想像もおよぱないよう柾ひどい寒さに耐えきれ

ずに乏しv'光の中に死んでゆかなければならなくなる

に違いありません.このように考えてみますと地球

カ茎上に述べたよう柾周期で運動していることはその上

に生活している私たちにとっては実にありかたいこと

だといえましょう.いかに科学カミ発達しようとも地
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第12凶一1ヒ舷の移動をぷす図AOl:1』はその年のはじめの位置(地蛛

σ)ふしぎから)B猪季県水沢の繍凌鰯測所で研究された北

極の移動図(天体と字笛から)�
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地球�人里�水星�土星�天王星�海王星

N.6251000�C0｡舳O�CH.15.000�CH.35,000�CH.2201000�CH.370.000

0,168,000�N.0く200�NH.700�NH,<250�0｡くO,1�

C0…220�CH｡く10��0,<O.1�S0､<O.01�

CH.1.2�C批く2��SO｡くO.01��

N.00.4�C.H｡<1����

���…��

0,0.ヨ�NH,<2����

�0ヨく〇一05����
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第4表惑星の大気の組成(数値は標準気圧温度の条件での蚤Cm)

(木星形のH,Heは省略)(図説地球の歴史付菱から作成)

球の運動を狂わせて私たちを死に追いやるようなこと

だけはしないで欲しいですね.

地球が自転軸を中心にして自転していることについて

はおわかりいただけたと思いますがこの自転軸は決

して安定しているわけではなく絶えず少しづつ移動し

ているようです.私たちか肉眼でよく見ることのでき

る北極星※PoIarstarが移動しているようにみえるの

は北極星自体が移動しているのではなくて地球の自転

軸が移動しているからなのです(第12図).

※北極星

小熊塵α星の別名で本来は北極直上にもっとも近

い肉眼的に顕著な整にあてられている名称現在

の北極星は北極から約1.5'へだたづているが次第

に近よリ画歴2100年頃にはこの距離が㈹7'位にな

り数100年後には離れすぎて北極塁としての資

格を失うだろうといわれているたとえぱ竜座

のα星は現在は北極から25｡ばかリ離れているが

約5600年前には北極星だったそして約5600年後

にはケフェウス座のα星が北極星になるだろうとい

われている

自転軸が地球ごと移動しているということは約2000

年前にギリシャのヒパルコスという人によって発見さ

れましたカミ今から約70年前にはこの軸が地球内部でも

移動しているとv･うことがドイツで発見されました.

この人たちがどのようにして地軸が移動していること

を証明したかについて詳しく述べれぱよく納得してい

ただけるのですが長くなりますので詳しい説明を省

略して移動の方向･量などを示して(第12図)先へ進む

ことにしましょう.

3.地球.の姿

私たちは生まれてから後ある期間内は自分がいつ

どこで生れたかを知りません.でもある程度成長し

て物心づくようになると自分の両親や身の回りの人

たちからいつどこで生まれたかを教えられて自分

の誕生についてのいろいろのことを知ることができます.

そしてそのことは自分が生まれたところや現在住

んでいるところの市役所や村役場たどに正しく記録さ

れ残されているので必要なときにはいつでも知るこ

とカミできるわけです1でも地球についてはそのよう

な記録カミあるわけではありませんのでもしその年令

を知ろうと思えば何かの方法で計算するほかないわけ

です.地球の年令を知るためには古くからいろいろ

の方法が多くの人たちによってこころみられてきました

がこのごろは放射能を利用して計算する方法力士よく

用いられています.たとえばウランU螂やトリウ

ムTh232は長い年月の間に少しづつこわれてついには

特別の鉛Pb206とPb208とに変わってしまいますのでこ

われていく速さ(ある一定の量から一定期間内に生じる特別

の鉛の量)と現在の特別な鉛の量とがわかればこの両

者から計算して年令を出すことができるのです.

ウランU脇に例をとってみますと1トン(1,000,000

グラム)のU238がこわれるばあい1年間に約1!閉｡グラ

ムのPb206が生じるといわれています.ですからこ

のPb206が地球が誕生した時にはたくてその後U螂

カミこわれたために生じたのだと仮定し現在のPb206の

量を調べてこれから逆算すれば地球の年令を推定す

ることかできるはずです.このようにして算出された

地球の年令は40億年から50億年の間だろうとV･われて

います.誕生以来私たちの想像もおよぱなv･ような

長い年月を経てきた地球についてはまだまだわかって

い粗いことや多くのふしぎ抵ことがあるのですがその

表面はいったいどのようになってv･るのでしょうか.

あ匁たは地球の表面が陸地と海とこれらをおおってい

る空気の層からなっていることをよくご存じ･てしょう.

でも｢地球の表面にこのような性質を異にする部分がなぜ

どのようにしてできたのですか｣とだれかに質問されたら

あなたは何と答完ますか?この問題についてはい

ろいろの人によってv'ろいろの説明がなされていますカミ

地球の誕生についてもっとも信用されている説を出し

たシュミットは｢放射性元素がこわれるばあいに発散する勲

が10億年位蓄積されて工,000～1,50ぴCの高温になり地球

内部から原始地球の岩石Rockよりなる部分水よりなる部分

空気よりなる部分の分立が行なわれた｣と説明していま

す.そして大惑星の大気のおもな成分と放ってい

る水素メタンアンモニア校とが地球の大気中にあま

り含まれていないのは地球が高温状態にあった時期に

これらカミ失われたからだというのです(第4表).

種々のガス体の混合物である空気の占める部分は気

圏Atmosphereと呼ばれ地表からおよそ800km上空

まで達しているといわれています.そして気圏は空

気が絶えず動いている対流圏丁0rOpOsphereとその上�
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策13図

乾燥空気の成分

を示す概念図

にあって地表からの物理的影響を受けず静か相成層圏

StratOsphereとに区別されます.対流圏と成層圏と

の境の高さは一定では祖く南極や北極地方では地上

約7km赤道地方では約17kmといわれていますが冬

は夏よりも一般に高くたるようです.私たちは気圏

があってこそ生きていくことができこれから受けるめ

ぐみは数えきれ狂いほどですが一方気圏によって生

活をおびやかされることが少なくありません.これに

ついても詳しく述べたいところですがあまり詳しく書

くと長くなりまた気象の説明に桂りかねませんので

空気の大まかな成分とその割合いとを第13図に示して

先へ進むことにしましょう.

でもここでどうしても書いておいた方がよいと思わ

れることが一つあります.それは｢核爆発実験の谷間｣

と呼ばれている日本にr放射能チリのたまり揚｣といわ

れるほど多量の放射能チリがなぜ降ってくるかという

ことです.核爆発実験は平和を祈る人々の願いをよ

そに繰り返し繰り返し行なわれてきました.そして

そのおそろしい被害のために全国民のそして妻や子の

祈りもむなしく皮フを焼かれ肉や骨をむしばまれて

死んでいかなければならなかった人人がいるのです.

そのようなおそろしい害をもたらしたものは核爆発実

験とそのために生じた放射能チリを運んできた気流な

のです.この気流はとくにrジェット気流｣と呼ばれ

名のように30日間で地球を一まわりするほどの速さで

西から東へ向かって流れています(第14図).そして日本

より西の方では北と南の二つの流れに分かれています

がこの二つの流れはちょうど日本の上空で合流する

性質をもっているのです.ですからたとえばS国や

A国で核爆発実験を行狂いそのために生じた放射能チ

リ(死の灰と呼ばれている)がうまい工合にこのジェット気

流にのりますとこの気流によって東へ東へと運ばれて

日本の上空で大量に降るようになるわけです(第14図).

第14図放射能チリを含んで日本をおそうジェット気流

(地球のふしぎから)

地球の表面は陸地(岩石によって構成されているので岩

石圏Lithosphereと呼ばれている)と海(水圏Hydrosphere

一湖川氷河地下水などを含む)とからなり面積約

5.1億km2で準地と海との広さの割合いは29.2:70.8

(1:2.4)となっています.そして陸地の最高点はお

およそ9,000m海の一番深い所は11,000m以上に達し

陸地の平均の高さは約875m海の平均の深さは約3,800

mと放っています.今彼に陸地をけずって海を埋

め表面を平らにしたとしたらどうなるでしょうか?

そのばあい陸地はすデて海中に沈み地球の表面は深

さ約2,690mの海ですっかりおおわれてしまうのです.

現在の陸地では高さ500m以下の地帯が全陸地の約52

%もあり5,000m以上の部分はわずか0.5%程度しかあ

りません.一方海について見ますと深さ3,000mか

6,000mら位の所が全体の75%を占め7,000m以上の深

さの部分はきわめて少なく局部的に分布しています

(第15図)､では在ぜに地球の表面にこのようなで

こぼこができそのでこぼこカミ回じようた割合いで狂い

のでしょうか.これについては現在私たちが住んで

いる日本列島について説明した方がわかりやすいと思い

ますので9月号で説明することにしましょう.

先に陸地と海との割合いについて述べましたがあ

なたはそこを読んで現在でも陸地が隆起したり沈ん

だりしているのだから陸地と海との割合いは絶えず変

わっているはずではないかと思われたにちがいありませ

ん.そうです短い時間の中でみれば地球上の変化は

なか征かわかりにくいのですが長い時間のモノサシで:

はかれば陸地と海との割合いはものすごく変っているの

です･地球の歴史を地質学上区別したばあい第5表

に示したような時代に区別されるのですが陸地と海と

の割合いは第16図に示したように各時代ごとに大き

く変化しながら現在のよう祖状態になっているのです.

ではな皆そのように変化するのでしょうか.これに�
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策15図

地球表面における陸と海の割合い

�十10,000

地球表舳蝸11億㎞2�m

��住

��〰

��住

平均陸棚75m�2,O00

�土O

平均海深3,800m�2,000

��住

��〰

�㈰㌰������┉�住伀

�一10,OOO

��岩面の絶対年令�

�時代�年腕�年間

�第1醐/燃�一万一致花�1万

��100万一1万�loo万

�∵嚢�!200万`1100万�一100万

��280田万一1200万�1000万

��4㎜万一2800万�1200万

��6000万山400o万�2000万

�刈11を�1岱3000万一6000万�7000万

��1健5500万一1健3000万�2500万

��1雌8500万一1億5500万�3000万

�二姓紀�2雌1000万一1僚8500万�2500万

�石牒紀�2惚6500万一2健1000万�5500万

�デポン紀�3随2000万一2帷6500万�5500万

古生代�シルl17妃�3㈱000万一3漣2000万�4000万

�オルドピス肥�4蜘OO藺万一3慨000万�800何万

�カン7リア紹�5随2000万一4脚OOO万�8000万

膜生代��8腫一5蜘000万�21腕O00万

飴生代��2鵬一8雌�18健

梯5表

時代区分と

各時代の岩

万の絶対年

令

シルリヤ記

ヨ胞aO00〃牛一

似㎝岬･耐

�

ふ議

ジュラ紀

1⑫5.5㎜万年一

,嘘工皿oo万年1肺

雨o

･j`r../.

洪頼世

100万年､

1万年･1向

第工6図

時代別に

みた陛と海との分布の変化

(地』求σ)雌史から)�
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策17図地球の内部の構造

芸1萎警蒲鑑騨(･榊･11蓬1二簑/鮒

ついてはいろいろの説が出されていますがこの変化も

地球内部の状態と密接に関係して起こるのですからや

はり理解しやすいように次号で述べることにします.

陸地や海については私たちの生活と.のむすぴつきカ)ら

見てもっともっと説明しなければ祖らないことカ主たく

さんあるのですカミ紙数の都合でそれらのほとんどを

割愛し低けれぱなりませんのでこれまで述べてきたこ

とだけではとても理解していただけなv･のではなv･か

と思いますカ三ご了承下さい.

一方地球の内部はどのようになっているのでしょう

か.先に地球の平均密度は5.5259/cm3ですと述べまし

たカ童私たちカミひごろ見なれている岩石の密度はおおよ

そ2,79/cm3で前者の約半分しかありませんから当然

地球の内部には密度の非常に高い部分があるだろうと考

えられますし事実そうなっているのです(第17図).そ

れでは地球の内部にはなぜ密度の異狂る部分がそれ

ぞれほぼ一定の厚さで分布するようになったのでしよ

うか.これについてはいろいろの説があるのですが

現在の段階ではr地球内都の構造は地球を構成する諸物質

が長年にわたる運動の過程でそれを形造る元素や化合物の密

度にもとづいて配分されたり温度や圧力の影響をうけてそれ

ぞれ分離することによって形成されその中心部にもっとも重

い物質が集まった｣と理解していれば大き在間違いはな

さそうです.そしてそれぞれの厚さは第18図に示し

たように地震の時に起こる震動の伝わる速さやその状

態などによって間接的に知られるのです.地球内部を

構成する各部分のラち私たちの生活と直接に関係をも

地下16㎞までの岩石の重最の割合

地表における岩石分布の面微の割合

�

地殻上層部の元素の量の割合

1:酸素6:ナトリウム

2:けい素7:カリウム

3:アルミニウム8:マグネシウム

4:鉄9:その側チタン糠麟繊など)

5:カルシウム

第18図地殻上魑部の景石元素の分布

っているもっとも外側の部分は地殻Earthcrustと

呼ばれていますがいったいどのようなものからでき

ているのでしょうか.

草や木を別にして岩石だけについて調べるために世

界各地の代表的な岩石について分析した結果第18図に示

したように地殻の約99%がわずか8種類の元素によっ

て占められていることカミわかりました1そしてこれを

岩石におきかえてみますと火成岩※1Igneousrockと

堆積岩※2Sedim㎝taryrockとの比率は地殻の表面

での面積比は約25:75ですカミ地下16kmまでの重量比

は逆に95:5となっています.な晋に両者の比率が地

表と内部とでこのように逆になるかということは堆積

岩のでき方を考えることによって容易におわかりいた

だけると思います.

※1火成岩地球の内部にあるどろどろにとけた高湿の流動体

(これを地質学のことぱでは岩漿Mag血生と呼

ぶ)からできた着石

※2堆積岩岩石のかけらや生物のイガイなどがたまりてでき

た岩石

さあこれで私たちの住む地球の姿については大まか

なことがおわかりいただけた≒とと思いますが.紺碧の

海に突じょ粗蓮の炎を吹きあげる海底火山地震土地

の沈下や隆起などあなたがよくご存じのように地球

は一時もじっとしてはい狂いのです.四季とりどりの

美しい景色と秀れいた富士山で知られる私たちの日本

も地球の進化の過程で創り出された表面紋様に他恋ら

たいのですがいったいどのようにしていつごろ形

造られたものなのでしょうか?(筆香は鉱床都金属課)�




